


 

 

事業報告書 

１ 事 業 名 
第 33 回「障害」をもつ仲間とともに歩む和泉若者の集い 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ☑ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

３ 事業内容 

①事業概要（問題点、課題を解決するためにどの様な事業を実施したか記入してください。） 
 
・事前に参加者交流会を実施し、若つど当日に参加する予定の生徒や、社会福祉施設の利用者さ

んなどが参加者交流会に参加できた。参加者交流会では、自己紹介をしたり、レクリエーション

の活動を通して楽しみながら互いのことを知ることができた。若つど当日に向けて、活動を深め

るきっかけにすることができた。 
・若つど当日には出店、発表、交流の活動を通して、障害の有無に関わらず楽しくともに時間を

過ごすことで、障害について考えるきっかけにするとともに、若つど以降にもつながる関係を参

加者の中で育むことができた。出店では各団体工夫し、年齢や障害に関わらず誰でも参加できる

ゲームや内容を考えることでつながりを深めることができた。発表では、環境の中にある障害を

なくすことをテーマに手話をしながら歌を歌ったり、ダンスを通して交流する場面も見られた。 
・事後にふりかえり会を実施し、より障害について考えるイベントにするためにどうしたらいい

か、より多くの方に参加してもらうためにはどうしたらいいかを考えた。学校団体においては、

各校の支援学級担当、生徒会担当、各担任、そしてかつて若つどに参加したことのある教職員に

改めて参加してもらうことで活動をひろげていきたいと思っている。 
 

② 実 施 期 間 （ 日

時） 

２０２３年１１月１１日（土） 

③実施場所 
エコールいずみアムゼ広場 

④主な対象者 
和泉市内小中学校、社会福祉施設、イベントに興味関心のあるすべての人 

⑤参加者数 参加者数（   ２７０人）  スタッフ数（      １０人） 

⑥告知方法 
和泉市広報、和泉市内小中学校管内メール 

４ 事業成果（※別紙添付可） 

①事業を実施したことによる目標達成状況及び得られた効果 

（事業計画書に記載した目標及び効果に対する成果（実績値等）を記載してください。） 

 

今年度は 11 の団体が参加し、若つどの活動を実施することができた。参加者数は事前に参加

することがわかっていた各団体の 1７０名程度に当日エコールいずみに来ていた一般の参加者数

を少なく見積もって 100 名として算出している。この事業の目標としている「障害者への偏

見、差別の解消」「障害のある子どもの進路保障」「障害の有無に関わらず、すべての人たちが

自分らしく生きる地域社会の創造」については、前年度までのオンラインまたは各団体の活動と

比べると、集合開催できたことで参加者一人ひとりが考える機会を与える場にすることができ

た。これは参加者の声や感想を聞くと明らかで、事後のふりかえり会の中で出てきた若つど後の

参加者の姿を聴いても明らかである。 
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②参加者の声 

（事業実施前） 

※事業実施前には記述として記録しているわけではありませんが、運営の準備に関わるスタッフ

の声や、当日を迎えるまでの参加者交流会のときの参加者の様子から出ていた声を掲載します。 

・２年連続で集合で開催できることがとても楽しみです。一昨年度までのオンラインや、学校ご

との活動ではできない経験を子どもたちができることを楽しみにしています。今年度は調理を含

む出店ができるかたちになり、より参加者どうしが深く関わる機会にできることを期待していま

す。 

 

（事業実施後） 

※若つど参加後の子どもやおとなの感想を掲載します。 

・若つどに参加してみて、いろいろな方たちと会って、中には障害を抱えている方もいて、その

中でも小さい子どもがいて、私たちが舞台に立っている時、突然前に来てびっくりしたけど、楽

しそうにしていてすごく心があったまりました。障害者とか関係ない若つどを見てステキだなと

感じました。 

・今回の若つどで障害のある人と支え合って楽しむことができたので、すごくよかったなと思い

ます。今まで若つどのようなイベントが少なかったので、とてもいい経験になりました。最後の

若つどのテーマソングをみんなで手話をしながら歌ったとき、みんなつながっているんだと感じ

て感動しました。 

 

③反省点（事業実施にあたり、直面した課題や問題点等について記載してください。） 

 

・運営に中心になって関わるスタッフの減少により、運営がむずかしくなっている現状がある。

参加者として若つどに関わった方に、運営にも携わっていただき、今後も若つどを継続していけ

る土台を次年度以降広げていく必要がある。 

・障害への偏見や差別をどれだけ無くしていけているか、どのように計るかがむずかしい。参加

者の感想などからは、若つどでの経験が障害の考え方が変わったことや関わり方が変わったこと

など見てとることができるが、それが社会を変えるものになっているかは課題が残っている。学

校現場や社会福祉団体をとりまく状況をどう変えていくかまで考える必要がある。 

 

５ 今後の活動について 

今後の目標・事業展開について記載してください。 

今後は、さらに学校団体の参加・参加者を増やし、教育の場やその周りをとりまく

地域社会から障害者への偏見・差別をなくための活動にしていきたい。 

（添付書類）事業内容のわかる写真４～５枚（写真は返却しません。） 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



 

 

収 支 決 算 書 
 

事業の名称：第 33 回「障害」をもつ仲間とともに歩む和泉若者の集い                             

 

１．【収 入】                        （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠等 

支援金 87,000 和泉市市民活動推進支援金 

   

事業収入 60,000 参加協力券 

 71,810 団体ブース売上金 

 11,810 事務局ブース売上金 

   

自主財源 16,202 団体会計 

   

合 計 246,822  

 

２．【支 出】                        （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠等（数量、単価等） 

報償費 2,000 手話通訳謝礼(1,000 円×２名) 

旅費 4,700 駐車場代（アムゼ広場駐車場 300 円×４名） 
タクシー代：信太中～アムゼ広場（3,500 円） 

消耗品費 16,079 カラーペーパー代（679 円） 

消火器代（7,700 円×２本） 

食糧費 983 講師弁当（455 円×２名＋税 73 円） 

印刷製本費 40,000 報告書冊子印刷代 

（A4 カラー13 ページ 200 部） 

役務費 5,650 出金手数料（550 円） 

参加者保険代（30 円×170 名） 

使用料及び賃借料 105,600 送迎バス１日レンタル代（２台） 

その他（対象外） 71,810 金券回収費 

（団体ブース売上金の返還） 

   

合 計 246,822  

対象経費 175,012  

※費目は、別表（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

（添付書類） 

・事業の経費に係る領収書等 

・作成したチラシやポスター等の啓発物 

・備品費（対象経費）において購入した備品の写真 

 ・その他市長が必要と認める書類 
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※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



予算決算比較表

支出の部

費　　目
①事業費総額
予算書

②事業費総額
決算書

②－① 増減の理由

報償費 2,000 2,000 0

旅費 0 4,700 4,700
・当初予定していなかった送迎バスの駐車料が発生した。
・送迎バスに乗れなかった引率職員が当日急遽利用した。

消耗品費 20,000 16,079 -3,921 ・感染対策で想定していた消毒液などが必要なくなった。

食糧費 0 983 983 ・手話通訳の弁当を急遽当日用意した。

印刷製本費 40,000 40,000 0

役務費 8,000 5,650 -2,350 ・参加者数の減少により、保険代が少なくなった。

使用料及び賃借料 160,000 105,600 -54,400 ・２台使用したバスのうち、１台がマイクロバスの利用になった。

対象経費 230,000 175,012 -54,988

その他（対象外） 100,000 71,810 -28,190 ・団体ブース売上金が減額になった。

対象外経費 100,000 71,810 -28,190

合計 330,000 246,822 -83,178

団体名：「障害」をもつ仲間と共に歩む和泉若者の集い




























